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４
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
部
活
動
後
援
会
総
会
で
左

記
の
７
名
の
皆
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
南
中
の

た
め
に
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
役
員
の
皆
さ
ん
も
次
の
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
部
活
動
後
援
会
役
員
さ
ん

　
　
　

南
中
の
た
め
に
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
！

部活動
資金造成パーティー
　５月２８日（日）
　　１６時３０分より
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■
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
藤
森
さ
ん
、
副
会
長
の
滝

　

田
さ
ん
・
佐
藤
さ
ん
、
監
査
の
鈴
木
さ
ん

　

・
能
戸
さ
ん

■
部
活
動
後
援
会
会
長
の
松
浦
さ
ん
、

　

監
査
の
高
橋
さ
ん
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藤
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□
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

□
部
活
動
後
援
会
役
員

　

十
二
日
に
部
活
動
後
援
会
の
理

事
・
顧
問
会
議
が
開
催
さ
れ
、
今

年
度
の
各
部
の
配
当
も
決
ま
り
、

ど
の
部
も
本
格
的
な
活
動
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
今
年
も
、
皐
月
祭
終

了
後
に
部
活
動
資
金
造
成
パ
ー
テ
ィ

ー
を
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
で
開
催
い

た
し
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

五
月
二
十
〜
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
名
寄
地
区
会

長
杯
争
奪
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
男
女
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
を
達
成
！　

特
に
男
子
は
こ
の
チ
ー
ム
に
な
っ

て
初
の
優
勝
で
す
。
お
め
で
と
う
！

■
男
子
は
名
寄
市
別
地
区
５

　

チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
、
女

　

子
は
６
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ

　

メ
ン
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

男子リーグ戦
名寄東中 65-53 ○
士 別 中 59-55 ○
名 寄 中 64-49 ○
多 寄 中 65-32 ○

女子トーナメント戦
１回戦 シード
２回戦 99-6 美深中

決勝 74-13 士別中

■
卓
球
部

　

①
道
新
杯
争
奪
Ｂ
級
卓
球
大
会
（
五
月
七
日
）

　
　

団
体
優
勝　

男
子
Ａ　

準
優
勝　

男
子
Ｂ

　
　

個
人　

一
位
白
坂　

弘

　
　
　
　
　

三
位
浅
野
祥
太
・
三
位
栗
城
大
輝

　

②
第
十
六
回
春
季
市
民
卓
球
大
会
（
五
月
十
四
日
）

　
　

Ｂ
級
団
体　

優
勝　

白
坂
・
栗
城
・
浅
野
組

　
　

Ｃ
級
男　

三
位
藤
森
俊
和

　
　

Ｃ
級
女　

二
位
番
場
美
利
亜
・
三
位
鈴
木
彩
加

　
　

Ｂ
級
男　

二
位
白
坂　

弘
・
三
位
浅
野
祥
太

　
　

Ｂ
級
女　

三
位
小
野
彩
華　
　
　
　
　
　

■
陸
上
部

　

①
第
三
十
五
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　
　

一
年　

三
位　

米
田
翔
平　
　

（
四
月
二
十
九
日
）

　
　

二
年　

二
位　

谷
口
航
基

　
　

三
年　

一
位　

竹
内
良
輔

　

②
第
十
六
回
道
北
春
季
陸
上
選
手
権
大
会

　
　

一
位　

竹
内
良
輔　

３
０
０
０
Ｍ
（
五
月
二
十
一
日
）

　
　

二
位　

野
口
卓
朗　

走
幅
跳

　
　

三
位　

野
口
卓
朗　

走
棒
高
（
一
般
も
含
め
）

■
サ
ッ
カ
ー
部

　

①
道
北
地
区
春
季
リ
ー
グ
戦
（
四
月
二
十
九
日
〜
）

　
　
　

二
勝
二
敗
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

　

②
同　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
五
月
二
十
・
二
一
日
）

　
　
　

士
中
に
三
対
〇
で
勝
っ
た
が
、
名
寄
Ｓ
Ｃ

　
　
　

に
一
対
四
で
敗
れ
、
三
位
と
な
る
。

■
野
球
部

　

風
連
中
学
校
と
対
戦
し
、
四
対
六
で
惜
敗
。
エ

　

ラ
ー
が
こ
と
ご
と
く
得
点
に
結
び
つ
く
試
合
で

　

し
た
。
も
う
一
度
鍛
え
直
し
て
、
中
体
連
に
向

　

け
て
最
高
の
状
態
に
し
た
い
・
・
・
（
監
督
談
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

第
三
十
三
回
タ
チ
カ
ラ
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

優
勝
候
補
の
中
川
中
と
対
戦
し
、
二
セ
ッ
ト
目

　

二
十
一
対
二
十
五
と
惜
し
い
と
こ
ま
で
い
き
ま

　

し
た
が
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
力
が

　

つ
い
て
き
て
い
ま
す
。
期
待
で
き
ま
す
。

1 木 職員会議
交通安全点検日

2 金 教育相談①
皐月祭表彰

3 土 北海道音楽大行進（旭川）

5 月 教育相談②
教育実習開始

6 火 教育相談③　

7 水 教育相談④

8 木 教育相談⑤

9 金 歯科検診
教育相談予備日

10 土 士別市教育長杯中学校野球大会

11 日 道北中学バレーボール大会

12 月 全協・常任委員会

13 火 中体連陸上壮行会

14 水 中体連陸上前日準備

15 木 中体連陸上大会

16 金 避難訓練

19 月 ＡＥＴ

20 火 ＡＥＴ

21 水 ＡＥＴ

22 木 3年学力テスト（第2回）
定例職員会議

23 金 中体連格技大会
教育実習終了

24 土 道北野球大会（～26日）

25 日 道北カデート卓球大会（美深）

26 月 ３年進路説明会19:00

28 水 期末テスト①

29 木 期末テスト②
中体連球技大会壮行会

30 金 ＡＥＴ　　校内研修日

部
活
動
！　

　
　

本
格
的
に
始
動

バ
ス
ケ
男
女

　

そ
ろ
っ
て
優
勝
！

練習の成果がやっと実を結びました・・・

校
長　

丸　

山　

隆　

司

修
学
旅
行
の
体
験
を
皐
月
祭
の
成
功
へ

修
学
旅
行
の
体
験
を
皐
月
祭
の
成
功
へ

　

新
緑
の
さ
わ
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
が
、

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

学
校
で
は
、
去
る
四
月
二
十
四
日
〜
二
十
七
日

に
、
三
年
生
の
修
学
旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
は
生
徒
の
マ
ナ
ー

が
良
い
と
ほ
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
電
車
内
で
出

会
っ
た
旅
行
者
の
ご
夫
妻
か
ら
生
徒
の
親
切
に
感

謝
す
る
手
紙
が
届
く
な
ど
、
心
温
ま
る
貴
重
な
出

会
い
や
体
験
の
思
い
出
が
あ
ふ
れ
る
有
意
義
な
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

  

生
徒
自
身
に
と
っ
て
も
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

た
り
集
合
時
刻
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
節
度
あ
る
集

団
行
動
が
で
き
、
最
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
あ
る

成
長
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
活
躍
の
一
方
で
、
ま
だ
課
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
貴
重
な
経
験
が
、
生
徒

自
身
の
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
に
つ
な
が
り
、

今
後
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
来
る
五
月
二
十
八
日
に
は
、
本
校
第
四

十
六
回
皐
月
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

三
年
生
を
先
頭
に
生
徒
会
が
中
心
に
な
り
、

「
目
覚
め
ろ
本
能
！
巻
き
起
こ
せ
闘
争
心
！
」
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
練
習
や
準
備
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
各
学
年
の
団
体
種
目
で
は
、
学
級

ご
と
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
よ
う
と
毎
日
の
朝

練
習
に
も
熱
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
お
隣
り
の
「
ボ
ヌ
ゥ
ー
ル
」
「
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
」
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆
様
と
の
ふ
れ

あ
い
種
目
な
ど
、
親
し
く
交
流
で
き
る
企
画
や
地

域
の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
当
日
は
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
来

校
い
た
だ
き
、
競
技
に
積
極
的
に
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
と
共
に
、
生
徒
の
活
躍
に
ご
声
援
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
に
親
し
ま
れ
る
皐
月
祭
に
な
る
こ
と
を
、

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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〜
感
動
あ
る
出
会
い
と
体
験
の
旅
〜

【
修
学
旅
行
特
集
】

【
修
学
旅
行
特
集
】

 

「
歴
史
の
深
い
函
館
と
道
都
札
幌
を
見
聞
し
よ
う
」

 

「
社
会
の
ル
ー
ル
を
学
び
、
実
践
し
よ
う
」

 

「
積
極
的
に
人
と
か
か
わ
り
交
流
を
深
め
よ
う
」

 

　
そ
ん
な
願
い
を
も
と
に
、
生
徒
自
身
の
手
で
計
画

 

を
立
て
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
修
学
旅
行
。

 

　
初
日
の
バ
ス
移
動
は
み
ぞ
れ
模
様
に
見
舞
わ
れ
た

 

も
の
の
、
二
日
目
の
函
館
市
内
見
学
、
三
日
目
の
コ

 

ー
ス
別
体
験
、
四
日
目
の
札
幌
市
内
見
学
は
好
天
に

 

恵
ま
れ
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
堪
能
す
る
感
動
的

 

な
旅
に
な
り
ま
し
た
。

 

■
第
一
日
目
（
士
別
〜
登
別
〜
函
館
）

 

　
午
前
八
時
、
保
護
者
の
方
々
に
見
送
ら
れ
、
バ
ス

 

三
台
に
分
乗
し
て
元
気
に
出
発
。
士
別
剣
淵
イ
ン
タ

 

ー
よ
り
高
速
道
で
一
路
登
別
へ
。

 

　
途
中
で
、
苫
小
牧
〜
室
蘭
間
が
雪
の
た
め
通
行
止

 

め
と
の
情
報
が
入
る
。

「
晴
れ
て
く
れ
ん
か
な
ぁ
」

 

と
つ
ぶ
や
く
生
徒
の
声
は
、

 

全
員
の
願
い
。

 
 
 

心
配
ど
お
り
、
苫
小
牧

 

西
イ
ン
タ
ー
か
ら
先
は
通

 

行
止
め
。
バ
ス
は
一
般
国

 

道
に
お
り
登
別
に
向
か
う
。

 

　
昼
食
と
見
学
で
立
ち
寄

 

っ
た
「
登
別
マ
リ
ン
パ
ー

 

ク
ニ
ク
ス
」
は
、
さ
な
が

 

ら
真
冬
の
雪
景
色
。
そ
れ

 

で
も
、
昼
食
後
の
見
学
で
は
、
水
族
館
や
イ
ル
カ
シ

 

ョ
ー
な
ど
を
十
分
楽
し
む
。

 
 
 

そ
の
後
、
室
蘭
よ
り
再
び
道
央
自
動
車
道
で
目
的

 

地
の
函
館
に
向
か
う
。
車
内
で
は
、
生
徒
が
企
画
し

 

た
ゲ
ー
ム
や
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
と
の
交
流
で
盛
り
上

 

が
っ
た
。

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
宿
泊
先
の
湯
の
川
温
泉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホ
テ
ル
「
飛
天
」
に
は
予

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定
よ
り
一
時
間
遅
れ
の
午

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
七
時
に
到
着
。
函
館
山

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
学
は
、
翌
日
に
ふ
り
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

え
る
こ
と
に
決
定
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
食
事
後
、
二
日
目
に
予

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定
し
て
い
た
室
内
レ
ク
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
員
で
楽
し
む
。
手
作
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
大
広
間
は
大
盛
況
。

 

　
こ
の
夜
、
生
徒
一
名
が
体
調
を
崩
し
、
夜
間
救
急

 

病
院
で
診
察
を
受
け
る
。
大
事
を
と
っ
て
、
そ
の
夜

 

は
団
長
の
部
屋
を
提
供
。
早
く
元
気
に
な
れ
と
全
員

 

で
願
う
。

■
第
二
日
日
（
函
館
市
内
自
主
研
修
）

　
朝
食
会
場
に
出
向
く
と
、
担
当
の
職
員
さ
ん
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
声
を
か
け
ら
れ
る
。

　
「
あ
い
さ
つ
や
ス
リ
ッ
パ
の
置
き
方
が
き
ち
ん
と

し
て
い
て
、
生
徒
さ
ん
に
は
感
心
で
す
ね
。
」

　
朝
食
中
に
降
り
出
し
た
雨
も
、
自
主
研
修
に
出
か 

け
る
九
時
に
は
す
っ
か
り
や
み
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
。

昨
夜
体
調
を
崩
し
た
生
徒
も
回
復
し
、
幸
先
の
良
い

ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

　
十
五
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
自
主
研
修
の
共
通

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、
五
稜
郭
タ
ワ
ー
と
金
森
倉

庫
の
明
治
館
の
二
カ
所
。

　
五
稜
郭
タ
ワ
ー
は
、
新
タ
ワ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
で
、
展
望
室
か
ら
は
五
稜
郭
の
全
景
が
見
え

る
と
あ
っ
て
、
生
徒
の
歓
声
が
一
段
と
響
く
。

　
函
館
朝
市
や
元
町
の
歴
史
建
造
物
、
高
田
屋
嘉
兵 

衛
資
料
館
が
入
る
金
森
レ
ン
ガ
倉
庫
群
な
ど
を
訪
ね

た
自
主
研
修
は
、
門
限
が
十
六
時
三
十
分
。

　
こ
の
間
、
ホ
テ
ル
に
待
機
す
る
本
部
に
は
ト
ラ
ブ 

ル
発
生
の
連
絡
が
一
件
も
な
く
、
生
徒
全
員
が
道
に 

迷
う
こ
と
な
く
、
時
間
内
に
無
事
ホ
テ
ル
に
到
着
。

　
帰
り
の
市
電
で
は
、
山

形
か
ら
旅
行
に
来
た
と
い

う
ご
夫
婦
と
親
し
く
話
し

て
い
る
生
徒
達
が
い
た
。

　
ご
夫
婦
の
お
話
で
は
、

地
元
の
生
徒
か
と
思
い
き

や
、
修
学
旅
行
中
の
本
校

生
徒
で
、
と
て
も
親
切
に

し
て
く
れ
て
大
変
感
激
し

た
と
の
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
夕
食
後
の
函
館
山
見
学
で
は
、
澄
み
切
っ

た
一
〇
〇
万
ド
ル
の
夜
景
が
眼
下
に
広
が
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　 

Ā

わ
ぁ
、
き
れ
い
！
」

　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
と
大
喜
び
す
る
生
徒
の
姿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　 

 
 

に
、
私
も
思
わ
ず
感
動
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　 

 
 

そ
の
感
動
の
夜
景
を
背
景

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
に
集
合
写
真
を
パ
チ
リ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　 

 

　
豪
華
な
思
い
出
が
で
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。
見
回
っ
た
担
任
の
話

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
は
、
生
徒
全
員
が
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
分
に
歩
い
た
こ
の
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
寝
時
刻
以
降
に
は
各
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
と
も
物
音
が
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
か
。

■
第
三
日
目
（
コ
ー
ス
別
体
験
研
修
）

 
 
 

各
コ
ー
ス
ご
と
に
バ
ス
に
乗
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
地
に
分
か
れ
て
、
午
前
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。

《
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・
コ
ー
ス
　
二
十
一
人
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

函
館
近
郊
の
石
井
農
場

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　 

 

で
、
石
井
さ
ん
の
手
ほ
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
き
を
受
け
て
、
手
作
り
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
に
挑
戦
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
家
族
へ
の
心
の
こ
も
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
お
土
産
が
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思
い
が
け
な
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
函
館
局
の
取
材
を
受
け
、 

　

　 

　
　
　
　 

　
　 

 

　 

そ
の
様
子
は
後
日
道
内
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
た
。

《
カ
ヌ
ー
体
験
コ
ー
ス
　
三
十
五
人
》

　
大
沼
公
園
で
、
カ
ナ
デ

ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
に
挑
戦
。

そ
の
後
、
ワ
ー
ル
ド
温
泉

牧
場
に
移
動
し
て
巨
大
迷

路
に
も
挑
戦
し
た
。

　
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た

後
の
昼
食
は
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
。
競
い
合
う
よ
う
に

豪
快
に
食
べ
て
い
た
。

 

《
陶
板
焼
き
コ
ー
ス
　
三
十
人
》

 
 

洞
爺
湖
を
臨
む
サ
イ
ロ

展
望
台
で
、
昼
食
と
な
る

陶
板
焼
き
に
挑
戦
。
で
き

上
が
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を

打
っ
た
後
は
、
湖
畔
か
ら

遊
覧
船
に
乗
り
洞
爺
湖
一

周
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
だ
。

 
 

宿
泊
先
の
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
札
幌
に
は
、
午
後

六
時
に
相
次
い
で
到
着
。
一
般
客
と
同
席
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
夕
食
の
洋
食
コ
ー
ス
料
理
を
味
わ
い
な
が

ら
楽
し
い
体
験
の
思
い
出
を
語
り
合
う
場
と
な
っ
た
。

　
旅
行
最
後
の
夜
と
あ
っ
て
、
自
由
時
間
に
は
、
生

徒
ど
う
し
の
部
屋
の
行
き
来
も
最
高
潮
に
達
し
た
。

■
第
四
日
目
（
札
幌
市
内
自
主
研
修
〜
士
別
）

 
 

旅
行
の
最
終
日
。
ホ
テ
ル
の
担
当
者
か
ら
、

「
年
間
に
訪
れ
る
修
学
旅
行
生
の
中
で
も
、
集
団
行

 

動
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。
」

と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
。
そ
の
こ
と
を
生

徒
に
も
伝
え
、
札
幌
市
内
の
自
主
研
修
を
見
送
る
。

　
札
幌
で
の
共
通
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
時
計
台
。

Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
、
円
山
動
物
園
、
北
海
道
庁
や
札
幌
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
昼
食
を
と

っ
て
、
テ
レ
ビ
塔
前
に
は
午
後
二
時
に
集
合
。

　
こ
の
間
、
ホ
テ
ル
に
待
機
す
る
本
部
に
は
、
函
館

同
様
に
ト
ラ
ブ
ル
発
生
や
迷
子
の
連
絡
は
一
件
も
な

く
、
全
員
が
時
間
前
に
集
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

バ
ス
が
テ
レ
ビ
塔
前
を
発
車
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

二
号
車
バ
ス
に
乗
用
車
が
接
触
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

 

ン
グ
が
発
生
。
幸
い
な
こ
と
に
、
生
徒
に
も
車
両
に

 

も
影
響
な
く
、
ま
た
添
乗
員
さ
ん
と
バ
ス
会
社
の
適

 

切
な
対
応
の
お
か
げ
で
、
予
定
通
り
大
通
公
園
で
の

 

写
真
撮
影
を
終
え
、
無
事
に
帰
路
に
つ
く
こ
と
が
で

 

き
た
。

　 

午
後
五
時
三
十
分
、
三
泊
四
日
の
旅
行
を
終
え
予

 

定
通
り
学
校
に
帰
着
。
出
迎
え
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

 

に
旅
行
の
報
告
と
接
触
事
故
の
説
明
を
し
、
解
散
式

 

を
終
え
る
。

 

■
後
日
談

 
 
 

函
館
市
内
の
市
電
で
生
徒
が
出
会
っ
た
山
形
県
に

 

在
住
の
菅
野
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
、
心
温
ま
る
感
謝
の

 

お
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
再
掲
し
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
い
た
だ
い
た
菅
野
さ
ん
ご

夫
妻
に
は
、
こ
ち
ら
こ
そ
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
年
生
諸
君
に
は
、
今
回
の
修
学
旅
行
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
の
旅
行
の
経
験
を
ぜ
ひ
生
か
し
て
、
残
り
の
中
学

校
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
団
長
記
）

拝
啓  

先
日
は
、
貴
学
校
の
修
学
旅
行
の
生
徒
さ
ん

達
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
御

座
い
ま
し
た
。
私
達
は
、
結
婚
三
十
年
目
に
あ
た
り
、

子
供
か
ら
旅
行
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
戴
き
、
函
館
に
行

き
ま
し
た
。
い
つ
も
車
で
移
動
し
て
い
る
の
で
、
路
面

電
車
は
初
め
て
の
乗
車
で
し
た
。

　

乗
車
し
て
す
ぐ
に
、
ど
う
ぞ
、
と
明
る
く
爽
や
か

な
声
と
笑
顔
で
席
を
譲
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

初
め
て
の
体
験
で
大
変
う
れ
し
く
、
あ
り
が
ど
、
と

言
っ
た
ら
、
お
じ
さ
ん
の
言
葉
な
ま
っ
て
い
ま
す
ね
、

ど
こ
か
ら
来
た
ん
で
す
か
、
や
ま
が
だ
だ
、
私
達
は

士
別
か
ら
修
学
旅
行
で
来
た
の
、
こ
ん
な
会
話
を
交

わ
し
た
だ
け
で
す
が
、
と
っ
て
も
純
粋
な
今
時
ま
れ

に
み
る
生
徒
さ
ん
達
に
驚
き
ま
し
た
。
心
が
洗
わ
れ

る
よ
う
な
思
い
を
し
、
心
身
共
大
変
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
旅
で
私
達
の
一
生
の
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
席
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
今
の
社
会
に
か
け
て
い

る
も
の
に
触
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

　

私
達
も
、
こ
の
た
び
の
心
の
触
れ
あ
い
を
忘
れ
ず
、

世
の
中
に
波
及
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
さ
ん
達
の
純
粋
さ
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
失

わ
ず
持
ち
続
け
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

先
生
方
の
日
々
の
教
育
と
ご
尽
力
に
は
感
謝
を
致

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

   　
　

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

　

  　

            

山
形
県
上
山
市  

菅
野 

要
一

■
□　

お
願
い　

■
□

　

事
故
防
止
の
た
め
に
・
・
・

　

朝
、
車
で
お
子
さ
ん
を
送
っ
て
こ
ら
れ
る
場
合
は
校

門
前
で
車
を
停
め
て
、
お
子
さ
ん
を
降
ろ
し
て
登
校
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ご
面
倒
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大沼公園でカヌー体験

洞爺湖遊覧船より

陶板焼き

アップルパイの生地完成で～す

菅野さんご夫妻と函館市電内にて

きれい！函館の夜景最高！

頭の上に魚が・・・マリンパークニクス

全員無事到着！


